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第４回再犯防止推進計画等検討会における意見（概要） 

全国保護司連盟副理事長    

保護司 永 見 光 章    

 

１．地域で子どもを見守ることの重要性について 

子どもたちの「再」非行防止対策を検討する以前に、そもそも「非行」を

予防するため、地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組むことが極めて重要

である。私は、保護司としてではなく、地域の住民として、地元の中学校の

保護者たちと一緒に「おやじの会」を立ち上げ、地域の子どもたちと保護者

が一緒に参加できる様々なイベントを企画・実施したり、引きこもりや、い

じめ対象となった子どもたちに地域とのふれあいを感じてもらう「餅つき大

会」を企画するなどしてきた。 

 

２．保護司と学校の連携について 

  全国の保護司会では、従来から、地元の中学校と連携しており、例えば、

私が所属する中野区では地元の中学校それぞれに「中学校担当保護司」を

配置し、各中学校での健全育成活動やあいさつ運動などにおいて連携して

いる。 

  “社会を明るくする運動”では、中学校で非行防止教室を行っているほ

か、運動の広報啓発活動に小・中学生に参加してもらっている（中野区、

杉並区の例）。 

  最近では、保護司会が地域の他の関係者と連携して「子ども食堂」など

を実施する取組も増えている（中野区の「子ども広場〈どんぐり〉」の例）。 

  また、学力不振を理由に学校から足が遠のき、生活が乱れ、非行化する

傾向が強まることについては、周知のとおりであり、この観点から、最近、

地域での学習支援の取組が活発化しており、ＢＢＳ会が積極的に地域の学

習支援に取り組んでいる。中野区の保護司会でも、更生保護サポートセン
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ターを活用して、ＢＢＳ会員が地域の少年の学習支援をしていた。 

 

３．保護観察対象者の復学・修学支援について 

  以上のような取組は、一見「再犯防止」に直結しないかも知れないが、

このような日常的な保護司と学校との連携があるからこそ、個別の少年が

非行に走ったときや少年院に入所した際、学校の先生たちと連携して、立

ち直り支援をすることができる。最近では、子どもたちがネットを通じて

連絡し合っていること等から、子どもたちの実態がなかなか把握できない。

学校の先生を中心とした地域のみんなでタッグを組んで子どもたちを見守

っていく必要がある。 

  以前、中学在学中に少年院に入所し、「少年院に入って初めて勉強したら、

勉強は本当に楽しいことがわかった。少年院から出院したら高校に進学し

たい。」と目を輝かせて語った少年がいた。少年たちがこのように純粋に前

向きに立ち直ろうとする気持ちを生かすも殺すも、周囲の大人次第である。

周囲の大人たちがタッグを組んで、サポートしていくことが重要である。 
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